セクションＢ

Action Plan for the Conservation of 
Migratory Anatidae in the East Asian Flyway: 2001-2005
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アジア・太平洋地域
渡り性水鳥保全戦略：2001-2005
に基づく取組み

1. 背景
東アジア地域を渡るガンカモ類には58個体群があり，なかでも保全の優先度が高いものが12種あります．彼らの渡りの習性はすなわち，いくつもの国々のあいだを移動するということです．従って，彼らの保全は国際協力にかかっています．

このような国際協力の必要性から，「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略：1996-2000」(Wetlands International 1996)が策定され，関係各国の得てきました．くのほぜんせんりゃくからいしての








































































































是認を得ました．この「戦略」は，渡りの範囲を包括した，水鳥の各種群の保全活動を求めて，保全行動計画の策定や国際的に重要な生息地のネットワークの構築を提唱しました．こうして1999年には，6か国から25の重要生息地の参加を得て「東アジア地域ガンカモ類重要生息地ネットワーク」が発足しました(http://www.jawgp.org/anet)．

この5年間の「戦略」の成果に基づき，第2期2001年から2005年までのあらたな「戦略」(Wetlands International 2001)が策定されました．この「行動計画」はその第2期の「戦略」の目標に導かれるものです．東アジア地域のガンカモ類とその生息環境を保全するためにとられるべき優先活動を示し，政府・行政機関や生息地の管理主体，研究者，地域社会，そしてＮＧＯのみなさんが積極的に参加できるようにと，国際湿地保全連合の「ガンカモ類作業部会」が起案しました．

期間：この「行動計画」は2001年1月から2005年12月までをカバーします．

使命声明

国際協力をとおして，東アジア地域を
渡るガンカモ類とその生息環境の
長期的な保全を達成すること.

2. 2001-2005年の優先活動
第2期の「戦略」には渡り性水鳥とその生息環境の保全を進めるために必要な要素が示されています．この「行動計画」はおのおのの要素のもとに東アジア地域のガンカモ類のために2001年から2005年までの5年間に必要な優先活動を以下に概説します．

2.1. 効果的に保全されるガンカモ類にとって国際的に重要な生息地のネットワーク

1999年のガンカモ類アトラスには東アジア地域におけるガンカモ類にとって国際的に重要な生息地が337地域あきらかにされた．2000年の終わりまでに重要生息地ネットワークにはそれらの7.4%が含まれている．効果的に保全される生息地のネットワークを広げてゆくことは，保全の努力を促進するために役立つメカニズムである．技術を高めまた地域社会の認識を啓発することによって，おのおのの参加地における生息環境とガンカモ類の適切な保全活動を支援することができる．

活動１
各国から重要生息地ネットワークへの参加を得る．東アジア地域の重要生息地の10%以上を含むことを目標とする［AFO，AWG，政府機関，参加地，NGO］．

活動２
参加地の姉妹提携をはかる［AFO，AWG，参加地，政府機関，NGO］．

活動３
参加地の保全計画の策定を奨励する［AFO，AWG，参加地，政府機関，NGO］．

活動４
生息環境のモニタリングに基づいて，参加地の保全のための情報シートとデータベースを開発する［AFO，参加地，AWG，NGO］．

2.2. 世界的に絶滅のおそれのある種のための行動計画

2001-2005年の戦略では，世界的に絶滅のおそれのある種に対する行動計画の策定を必須要素にあげている．東アジア地域のガンカモ類にも12種が絶滅のおそれのある種と認められている．

活動５
東アジア地域で絶滅のおそれのあるガンカモ類から優先度の高い２個体群に対する行動計画を策定する．2001-2005年にはサカツラガンとトモエガモを対象とする．さらに将来の対象としてカリガネ，アカハジロ，コウライアイサが挙げられる［AWG，AFO，NGO，政府機関，参加地，国際湿地保全連合専門家グループ］．

2.3. 地域全体かつすべてのレベルにおいてのガンカモ類およびガンカモ類と湿地の価値・機能との密接な関係についての意識の向上

一般市民の支援と参画が，ガンカモ類とその生息環境の保全を確かなものとするためには欠かせない．地域の人々に保全の大切さを理解しその認識を高めるために，既存の教育啓発プログラムを拡張するとともに新たなプログラムも開発することが大切である．

活動６
ガンカモ類の保全を促進することができるような教育ツールを開発する［AFO，AWG，NGO，国際湿地保全連合専門家グループ］．
活動７
参加地周辺の地域社会の啓発のために，参加地での教育プログラムを開発する［参加地，政府機関， AFO，NGO］．

2.4. 政府機関および非政府団体のガンカモ類成果か動のどうのゅうようなてのきょうのいしての








































































































のための保全活動を実施する能力の向上

ガンカモ類とその生息環境の保全には，種々の技術が必要とされる．現在の技術や能力はさまざまに異なっているため，研修の必要性を評価しそのもとに適切な研修や設備の支援をおこなうことが大切である．

活動８
参加地の関係者が，種のモニタリングや生息地の保全にかかる既存の研修プログラムに参加できるようにし，また研修活動を開発し実施する［AFO，AWG，NGO，参加地］．
2.5. ガンカモ類成果か動のどうのゅうようなてのきょうのいしての








































































































とその生息地の適切な保全管理のための知見の基礎の向上と情報交換の増加

渡りをするガンカモ類の保全活動を適切に実施するためには，その生活史，渡りや生息条件などを理解することが必須である．保全の優先度を検討するためには，個体群の状況や傾向を把握することがその鍵となる．

活動９
各個体群にとっての重要生息地の見極めを促進する［NGO，研究機関，AFO，参加地，政府機関，AWG，国際湿地保全連合専門家グループ］．

活動10
東アジア地域のガンカモ類個体群のモニタリングを促進する［国際湿地保全連合，研究機関，国際湿地保全連合専門家グループ，NGO，参加地，AWG，AFO］．
活動11
標識や送信機を用いた渡りの調査プロジェクトを促進する［研究機関，NGO，参加地，政府機関，AFO，国際湿地保全連合専門家グループ］．

活動12
狩猟圧の評価にとりくみ保全の必要性を探る［AWG，AFO，政府機関，NGO］．

2.6. 協力を増進してより保全活動の大きな成果をもたらすような，すべてのレベルにおける組織的関係の向上

渡りをするガンカモ類に関する情報や重要生息地の保全にかかる経験の交換は，フライウェイレベルでの保全促進のための基本的な協力事項である．

活動13
参加地の活動を支援するために，関係者のネットワークを築き，関係機関の連携をはかり，また情報の交換を促進する［AFO，AWG，参加地，政府機関，NGO，研究機関］．

3. 実施の枠組み

この「行動計画」は既存の組織やその活動を最大限に活かすように策定されています．成功の鍵は，政府・行政機関や生息地管理主体，地域社会，ＮＧＯが協力した活動です．

3.1. 基幹組織と担当者

ガンカモ類フライウェイオフィサー：「行動計画」の実施の調整をおこない，優先活動を補助する任を負います．

国の政府機関：重要生息地ネットワークへの生息地の登録を是認する責任を負います．この「行動計画」の実施を原則的に支援し，また資金的な支援の可能性も期待されます．

重要生息地の管理主体あるいは地元行政機関：ガンカモ類の将来を占うのは国際的に重要な生息地における日々の保全活動です．これらの機関では，研修の機会や環境保全にかかる最新の知見や資金を必要としています．地元のひとびとやＮＧＯが生息地での活動へ参加できる機会を提供されることが期待されます．

ＮＧＯ；国内のあるいは東アジア地域の，ガンカモ類に関する専門家のグループあるいはガンカモ類の生息環境の保全に関係する目標を掲げるＮＧＯのみなさんには，「行動計画」のもとに進められる活動の実施への参加が期待されています．とくにモニタリングや調査研究，普及啓発や情報交換といった分野の活動に必須の担い手となるでしょう．

3.2. 評価と協議の機構

「行動計画」の実施は単年度ごとに進められ点検されます．ガンカモ類作業部会とフライウェイオフィサーが単年度の計画がたてます．同じく，年度末には毎年，一年間の活動の年次報告を作成します．これらはともにすべての関係者が入手可能なものとします．

ガンカモ類作業部会：東アジア地域の政府機関ならびにＮＧＯからの７名による協議委員会です．作業部会は「行動計画」に基づく活動の実施を促進しまた点検し，必要な資金を見つけ出す補助も行ないます．フライウェイオフィサーの年間活動も点検します．年１度は会合を行ない，渡り性水鳥保全委員会へ報告します．

渡り性水鳥保全委員会：アジア・太平洋地域の政府機関の代表者，ラムサール条約（湿地に関する条約）とボン条約（移動性野生動物種の保全に関する条約）の事務局，国際的ＮＧＯ，ならびに国際湿地保全連合専門家グループからの12名による委員会です．同委員会は「戦略」の実施を監督し，作業部会からの報告を受けます．同委員会は，国際湿地保全連合アジア・太平洋評議会へ報告します．

3.3. 主要な地域的・世界的な取組みとの連携

この「行動計画」は「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略：2001-2005」に基づく取組みです．これはさまざまな他の取組みと連携しています．たとえば，ラムサール条約や渡り鳥の保全に関する二国間協定などです．特にガンカモ類に関しては，北極圏動植物保全プログラムや北米ガンカモ類保全計画，ボン条約とそのアフリカ−ユーラシア渡り性水鳥保全協定といった密接に関係する取組みと連携しています．

4. 必要な資金

この「行動計画」は2001年から2005年のあいだに的をしぼった活動プログラムを概説しています．さまざまな活動の優先順位を示し，資金確保を容易にするために必要な資金の概要を下に示します．


活動
合計 
(千円)

2.1. 効果的に保全されるガンカモ類にとって国際的に重要な生息地のネットワーク

1
新たな重要生息地の参加
6,600

2
参加地の姉妹提携
4,950

3
保全計画の策定
19,030

4
生息環境のモニタリング
20,240

2.2. 絶滅のおそれのある種の行動計画

5
行動計画の策定
11,330

2.3 意識の向上

6
教育ツールの開発
21,340

7
参加地での教育プログラム
22,440

2.4. 能力の向上

8
研修プログラム
45,540

2.5. 知見の基礎の向上と情報交換の増加

9
重要生息地の見極め
21,230

10
個体群のモニタリング
18,590

11
渡りの調査
18,590

12
狩猟圧の評価
3,630

2.6. 組織的関係の向上

13
情報交換の促進
59,000 

５年間合計
220,000

5. 資料

Crane Working Group. 2001.  Action Plan for the Conservation of Migratory Cranes in Asia Pacific: 2001-2005.  Wetlands International - Asia Pacific, Kuala Lumpur, Malaysia.

Miyabayashi, Y. & Mundkur, T. 1999.  Atlas of Key Sites for Anatidae in the East Asian Flyway.  Wetlands International - Japan, Tokyo, and Wetlands International - Asia Pacific, Kuala Lumpur. 148pp. [on-line] http://www.jawgp.org/anet/aaa1999/
aaaendx.htm

North American Waterfowl Management Plan Committee, the.  1999.  1998 Update, North American Waterfowl Management Plan, Expanding the Vision.  U.S. Department of the Interior, Fish and Wildlife Service, Arlington, Environment Canada, Canadian Wildlife Service, Hull, and Instituto Nacional de Ecologia, Mexico, 33pp. [on-line] http://www.nawmp.ca/pdf/
update-e.pdf

Shorebird Working Group.  2001.  Action Plan for the Conservation of Migratory Shorebirds in the East Asian-Australasian Flyway: 2001-2005.  Wetlands International - Asia Pacific, Kuala Lumpur, Malaysia.

Wetlands International.  1996.  Asia-Pacific Migratory Waterbird Conservation Strategy: 1996-2000.  Wetlands International - Asia Pacific, Kuala Lumpur, and Wetlands International - Japan, Tokyo, 41pp. [on-line] http://www.environment.gov.au/bg/
environm/wetlands/mwp/apstrat.htm

Wetlands International Asia-Pacific Migratory Waterbird Conservation Committee.  2001.  Asia-Pacific Migratory Waterbird Conservation Strategy: 2001-2005.  Wetlands International - Asia Pacific, Kuala Lumpur, Malaysia.
44
44

